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自己紹介

ほぼ大分県出身佐賀県在住

県北西部の山中に埋もれて育つ

佐賀大学

農学部卒 農学修士、

理学修士、博士（学術）

15年程度佐賀大学総合情報

基盤センター勤務（フロントエ

ンドとデータベース、サイト管

理担当）

現在同大学地域学歴史文化

研究センターで勤務

文化財や歴史データを扱う情

報学を専攻（人文情報学）

学芸員資格あり

市民団体CODE FOR SAGAでIT

を使った社会課題解決の取り

組み



研究テーマ

「モノ＋情報＝価値あるモノ」
とくに

身の回りにあるものから価値を創る・見出すには

どうしたらいいのか？



実在する「地域の課題」と「データ」を使った
実践的研究例

• 「小城藩日記データベース」（江戸期・藩の業務記録）の開発

（人文系DBの機械可読化）

– 専門性の高いデータベースの内容を多くの市民と共有し活用するた

めの道筋を創る

• 佐賀県の雨量、川の水位などウェブ上に散財する「防災関連

データ」の集約とデータプラットフォームの試作・スマートス

ピーカーを使った情報提供

• （市民活動）佐賀県下を走るバスデータ（オープンデータ化済

み・公共交通）の応用（アプリ開発）

• （NPO）福岡市の緊急避難場所API（オープンデータ化・APIサー

ビス構築済み）を用いたAlexaアプリの開発

これまで入手が難し
い・内容把握が困難な
「情報」を実在する物
事にうまく結びつけて、
社会課題の解決に利

用する



主な業務

佐賀大学地域学
歴史文化研究セ
ンターの「小城
藩日記データ
ベース」の構築
と管理、運営



「小城藩日記データベース」とは
https://crch.dl.saga-u.ac.jp/nikki/

• 江戸期に作られた業務日誌のデジ
タルアーカイブ

– （佐賀県の）小城藩（佐賀藩の支藩）
が記録した業務日誌「日記」のタイト
ル部分を検索できる

– 小城藩は佐賀藩の支藩
– 冠婚葬祭、佐賀藩との連絡や幕府、行
政、経済、兵役、事件、災害など、当
時の幅広い出来事を記録

– 現在は専門家が「くずし字」から翻訳
（翻刻）した全73984件のタイトル文と
原文画像を閲覧できる

• オープンデータとして2018年4月から
ウェブ公開中
– 利用許諾：教育・研究利用は実質自由

• 原本画像を含む「全データ」を個人でダ
ウンロードして、ホームページ，SNS，分
析など気軽に利用することを想定

佐賀大学附属図書館「日記」原本



データベースに保存するデータはどう
やってつくったのか？

そもそも



紙の業務記録

• 日記とその目録
佐賀大学附属図書館（本庄）
に所蔵

• 日記：84年分

• 目録：日記の内容を箇条書き
にしたもの122年分

• 箇条書きになった日記の要約
を「記事文」と呼ぶ



実際のデータベース化

「日記」には、様々な事柄
が詳細に記載

数名（最大７名）
で、日記目録を翻
刻（活字化）

小城藩日記データ
ベースに蓄積

「日記」内容を要約した
「日記目録」も、江戸期に並行して作成

江戸時代に作成 現代に作成

日記目録：手書きのデータベース日記：日々の業務記録



目録化の利点

• 日記の長い内容が、箇条書きに要約されているた
め、特定の内容についてすばやく探しやすい

• コンピューターにとってもデータの検索や保存が
しやすい
–もし、「日記」だけが残っていたなら、解読（翻刻）
作業やデータ量が膨大すぎてデータベース化は困難

–江戸時代に小城藩が目録にしたことが、現代のコン
ピュータでの検索に有利に働く



現在のデータベース

• 現存する「目録」全73984件登録完了！

• 当初の想定10万件より目録件数は少なかった

• 目録の記事文に対応する「日記」の記事画像を探
す作業中



目録の記事文を読むのは敷居が高い

文のほとんどは漢字でかかれていて、文法も「候文」（そうろうぶん）
候文：主に中世から近世にかけて使用された、手紙や文書に用いる文語体

• 元延公御看病御暇御拝領直ニ御出府可被遊処御不快ニ付御断御使者
江戸へ村川孫四郎被仰付候事

• 野口進之允殿遠慮御免之事
• 祥光山御名代事
• 殿様請役所え以後御出座御参会日ニ被遊候事
• 大蔵殿死去ニ付三岳寺へ御代香事
• 右同人呼出之儀医師頭取え誰ソ同道ニて罷出候様懸合
• 下川覚介長崎へ被差越候事
• 佐嘉被遊御越候事
• …



記事文からキーワードを抜き出しておけば
人もコンピュータも内容を理解しやすい

キーワードや分類を別途用意

≈

≈



記事文から固有表現（キーワード）を
抜き出す手順

翻刻
固有表現
抽出

日記目録の記事文 くずし字を読み取り
テキストに変換

コンピュータで処理しやすい
データに変換

翻刻例）

多賀丸様御上京御供犬塚茂右衛門被仰付候事

人名 トピック（出来事） 役割 人名

ほんこく

（多賀丸様が上京されるので，お供に
犬塚茂右衛門が命じられたとの事．）



地域色の強い固有表現

• 固有表現抽出
–資料中でキー
ワードとなる
言葉を抽出し
て「クラス」
に仕分ける

–人名・場所・
出来事は地域
色が強く収集
困難

キ ー ワ ー ド



ウェブの欠点

多くの人にとって比較的マイナーな

地域固有のデータはなかなか見つからない



対処方法

1. 佐賀県立図書館
データベースや
Wikipediaで集め
る

2. 地元の郷土資料
に詳しい人に手
伝ってもらう

県立図書館DBには人名、
地名、寺社名などかな
りの情報が入っている
が、小城固有の情報は
少なめ→

江戸時代に藩家臣の名や禄高、地位、役職などを記した帳面



クラウドソーシング

• 小城市歴史資料館、
佐賀大学で郷土資料
を読める人材を依頼

• キーワードの抽出は、
専用ホームページで

73984記事のうち、前方40000
記事からキーワード抽出
8人で11ヶ月かけて作業
（うち5人有償）

抽出作業は2年を予定していたところ、年度内で終了



抽出ルールのすり合わせメモの例

あらかじめ、抽出とクラス（この図ではラベリング）への
仕分け方について、作業グループで検討



抽出作業画面例

あらかじめ固有表現を自動で抽出し、作業者に適宜修正を求める
基本コピー・アンド・ペーストしてボタン押すだけの操作



キーワード（固有表現）
分類作業の情報共有

https://winter.ai.is.saga-u.ac.jp/cs/ne-words

誰でも閲覧可能



集めたキーワードは？

• データベースに集めたキーワードを自動反映させ、
多くの記事にキーワードが付いた

• 集めたキーワードは機械学習による記事内容のカ
テゴリー分け、高度な情報探索に利用できる



可視化ツールで関連キーワードを表示

データ転送と描画に時間がかかる
ので、200件程度までの結果に
絞って可視化するのがオススメ

目録記事内容の内訳→



↑地図上で描画したいので、土地の
名前に詳しい人を募集予定

←キーワードから、さらなる関連
キーワードを見つけられます



様々な形式でデータをダウンロード可能
• 検索結果をそのままお手元にダウンロード
• TSV形式はExcel（スプレッドシート）ですぐに表示できる



興味のある方はぜひ全データをダウンロードして遊んでみてください

https://crch.dl.saga-u.ac.jp/nikki

そして面白いことが見つかったら私に教えてください😉

https://crch.dl.saga-u.ac.jp/nikki

